













ル語 (Scottish Gaelic)を特に「スコットランドのゲール語j と呼んでいるが、本稿では唆昧
さを避けるため「アイルランド・ゲール語j の名称、を用いる。 Teach Yourself シリーズで




















short a e i 0 U 
long a e i o u 
以上のうち、非狭母音aJa、o/o、u/uを broadくアイルランド・ゲール語で lea由加〉母音と








i [※ 3]なのであるが、その前の子音は broadになる。後の子音も同じく broadで現れる(つ
















broad p b m ph/f bh/mh t d n c g ng ch gh/dh s th/sh 1 r h 
[fJ [vJ [kJ [I)J [xJ [ y J [hJ [hJ 
slender 2. Q. !! Phlf bhImh d n 豆島旦畠 C1 富生 s tlush r h 
[cJ [j] [cJ [c] 





ここに f分離音素J(buffer phoneme)として想定するのは、 slender母音の前で子音が口蓋





が前寄り母音 V に(硬)口蓋化される)だけでなく、 l畷行同化にもよる (vcという並びで前




a a e と 。 o u u 
口蓋化(逆行)- Ca Ca C' e C • e C' i C・iCo Co Cu Cu 
口蓋化(順行)- aC aC e'C e'C i・C i' C oC oC uC uC 
口蓋化(逆行)十 Cja Cja Ce 

































a a e e 。 o u u 
口蓋化(逆行)- Ca Ca Ce 
口蓋化(順行)- aC aC eC 
口蓋化(逆行)+ Ca Ca Ce 





Ci Co Co Cu Cu 
iC oC oC uC uC 
Ci Co Co Cu Cu 
iC oC oC uC 白C
2-2.分離音素モデルのメリット
(1) Broad子膏と slender母膏が隣り合うとき、その聞に f何かがある j と見なすのは、綴
り字法に合致する。ということは、ゲーノレ語話者の伝統的な感覚に合致した何物かを含む
ものでありうる。『アイルランド語文法コシュ・アーリゲ方言JIp.13 r広子音は u の性質
を持っていると言える J、『アイルランド・ゲール語辞典JIp.viに同様に f敢えて言えば、
一広子音は fウj 音が含まれた音と言えるJ、また『ゲール語四週間JIp.35に gaoth: wind 
の語について r[g (u) i:Jの音は、 (u)がわずかに聞こえる程度にする j 等といい、いずれ
もCとslender母音の聞にわたり音 wのようなものがあるように説明している。「口蓋化(順
行)-Jの例としては、 TeachYourself Irish (p.xii)は日on:wmeの発音について"Likewisefion 










例として CV(単音節の開音節)、 CVC(単音節の閉音節)、 CVCV(単・開音節が二つ続い











































/C. V . C/ 

















/k . i • r a/ 
cuma: shape 
caora: sheep 
Ib . ita/ (くIb. ite/) 
/drasu/ 
ba01te. bat 
/CVC • V/ 
/CVCV/ 
/CVCV/ 
/C • V • CV/ 
/C. V. C. V/ 
/C. VCV/ 














/drot a/ (</drote/) 
/li • m a/ 
dreoite: decayed 
lioma: lime 












CV仁、J Ifel a/ (く/fele/)feile: festival 
3-4.CVCVC 
Ikum a rl 
Ikum a sk/ 
cu町lar:ravme 
























IC' V' CVCI 
Is • i • rad/ 
Ik' i' X・iν
1m • in d sl 
If. i1or/ faoileoir: glider IC' VCVCI 
IC・VCV'CI 



















maoineas: to finance 
IC' V • CVCI 
IC • V • C • V • CI 
IC' V • C • VCI 
IC・VCVCI
ICVCVCI 
















ICVC' V' CI 
ICVC' VCI 
!CVCVCI 
Ine • rog/ 






























ICVCV • CI 
ICVCVCI 
ICV • CVCI 
ICV' CVCI 
ICV・C'V' CI 
ICV • C' VCI 


















































※ 2 :単に Scotsというとき、「スコットランド英語j を指すもののごとくである。例え
ば CollinsPocket Scots Dictionaryはゲール語ではなくスコットランド英語の辞書である。ま
た Price(ed.)(2000)の Scotsの項 (Jeremy J. Smith執筆)はスコットランド英語についての項
目である。
※ 3 : Teach Yourself lriぬではくao>を i(厳密には前後が broad子音になる、本稿のモデルに
よれば/・ i・/)と発音することを「推奨する j と言っている(吋herecommended pronunciation 






※ 5 :第 2節で口蓋化要素、「口蓋化子J (palatalizer)を導入し、 /j/と書くことにしていな
がら、結局は第 3節で/Cj!とは書かず在/としている。思うにd/は音韻そのものというより
ひとつの作用、あるいは機能というべきものではなかろうか。写像といってもよい。 j と
いう写像によって Cが Eに写されると考える。その際 jが作用する順序もまた問題であっ
て、 Cj(右からの作用、即ち逆行同化)と jC(左からの作用、即ち順行同化)の二種がある。
結果はともに slender子音 C なのであるが、異なる順序で作用したものの作り出した積
(product)をひとつの巳という記号にまとめて書いているともいえる。
※ 6 :土井 (1988)の記述が依拠した方言ではくgh>/y/とくdh>/.る/の別があるようである。同じ
く土井前掲の体系は、 <ch>/xIと <th>/(J /の男IJも持っているようだ。




※ 8 : hは lenition交替したくth>くsh>にあらわれるほか、母音はじまり語の交替形の頭位に
あらわれることがある。元々 hで始まる語というのは あることはあるが少なく、 Collins
Gemの見出し語におけるそれはほぼすべて外来語である。
※ 9 :とはいえ全く触れずにおくわけにもゆかぬので若干コメントしておく。頭位子音に
は initial mutationsと呼ばれる交替の階梯がある。 Teach Yourself lrish (p.xviii)及び Collins
Pocket Irish Dictionary (pxiii)からまとめると、
Basic Lenited Eclipsed 
p ph[f] bp[b] 
b bh[v/w] mb[m) 
m mh[ v/w] 
n 
th [h] dt [d] 
d dh[ y] nd[n] 
c ch [x] gc[g] 
8 gh[y] ng [l)] 
f fh (silent) bhf[v/wJ 
s sh [h] 
Lenitionは閉鎖音を摩擦音にする。 Eclipsisは無声音を有声音にし、有声音を鼻音にする。
※ 10 :配列は 2進数になぞらえた。 Broadを無標と考え 0に充て、 slenderを有標と考え l
に充てた。 CVCVは 0000に相当し、 CVCVが 1111に相当する。この方法によれば数え落
としを容易に避けることができる。




カハル・オー・ガルホール[CathalO Gallchoir J ，三橋敦子 (1983): 
『ゲール語四週間~ ，大学書林
ミホール・オシール[MichealO SiadhailJ [著J，京都アイルランド語研究会[訳J (2008): 
『アイルランド語文法コシュ・アーリゲ方言 Learninglrish~ ，研究社.
土井敏雄 (1988):rアイルランド語j の項，
『言語学大辞典第 l 巻世界言語編上~ ，三省堂
梨本邦直 (2008):Wニューエクスプレス アイルランド語~ ，白水社.
前田真利子，醍醐文子 (2003): Wアイルランド・ゲール語辞典~ ，大学書林
Cottle， Basil (1967， 2nd edition 1978): The Penguin Dictionary 01 Surnames， Penguin Books， UK 
O Donaill， Eamonn (2005): Teach Yourself !rish Grammar， Teach Yourself， UK 
O Se， Diarmuid & Sheils， Joseph (1993， 4th Revised edition 2003) 
Teach Yourself!，げsh，Teach Yourse1f， UK 
Price， Glanville (ed) (2000) :L加 guagesin Britain & Ireland， Blackwell， UK 
Quinn， Sean E. (2000) : Surnames in !reland， lrish Genealogy Press， Wick10w， Ireland. 
Collins Pocket !rish Dictionary (1997，1999) 
Collins Pocket Scots Dictionaη(1996) 
[Webリソース1
Irish Gaelic to English Lexicon I • The Vore 
http://thevore.com!irish -gaeli c-to・english-Iexicon!
International Phonetic Alphabet -Wikipedia 




THE別 TERNATIONALPHONETIC ALPHABET (revised to 2015) 
http://www.phon.ox.ac.uk!jcoleman!IPA_Kiel_2015.pdf 
(こんどう・すがえ/聖霊女子短期大学生活文化科講師)
!ntroducing the Depalatalizer or the Bl{酔rPhoneme in !rish 
KONDO， Sugaye 
lecturer at 
Holy Spirit Women's Junior Collegeヲ Akita.
8-
